
平
成
二
十
年
二
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

一

〇

五

号

九
三
四
二
キ
ロ
の
高
速
道
路
の
整
備
計
画
に
係
る
「
抜
本
的
見
直
し
区
間
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

江

田

憲

司
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九
三
四
二
キ
ロ
の
高
速
道
路
の
整
備
計
画
に
係
る
「
抜
本
的
見
直
し
区
間
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

九
三
四
二
キ
ロ
の
高
速
道
路
の
整
備
計
画
区
間
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
十
二
月
の
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議

（
以
下
「
国
幹
会
議
」
と
い
う
。
）
で
、
将
来
の
交
通
量
や
採
算
性
を
精
査
し
て
建
設
を
再
検
討
す
る
「
抜
本
的
見
直
し
区

間
」
が
設
け
ら
れ
た
。
今
回
の
道
路
の
中
期
計
画
（
十
年
間
で
事
業
量
五
十
九
兆
円
）
策
定
で
、
そ
れ
が
ど
う
抜
本
的
に
見
直

さ
れ
、
位
置
づ
け
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
問
う
。

一

以
下
の
「
抜
本
的
見
直
し
区
間
」
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
「
将
来
交
通
量
」
「
費
用
対
効
果
」
「
採
算
性
」
「
そ
の
他
の

外
部
効
果
」
と
い
う
客
観
的
な
評
価
基
準
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
な
抜
本
的
見
直
し
が
行
わ
れ
た
か
、
評
価
基
準
毎
に
そ
の

結
果
を
回
答
さ
れ
た
い
。

�

北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
の
士
別
市－

名
寄
市
（
二
十
四
㎞
）

�

北
海
道
横
断
自
動
車
道
の
足
寄
町－

北
見
市
（
七
十
九
㎞
）

�

中
国
横
断
自
動
車
道
の
米
子
市－

米
子
市
（
五
㎞
）

�

近
畿
自
動
車
道
（
第
二
名
神
）
の
大
津
市－

城
陽
市
（
二
十
五
㎞
）

�

近
畿
自
動
車
道
（
第
二
名
神
）
の
八
幡
市－

高
槻
市
（
十
㎞
）

一



二

今
回
の
道
路
中
期
計
画
の
事
業
量
五
十
九
兆
円
の
積
算
に
お
い
て
、
一
の
�
〜
�
そ
れ
ぞ
れ
の
「
抜
本
的
見
直
し
区
間
」

の
事
業
量
を
、
ど
う
見
積
も
っ
て
い
る
の
か
。
金
額
で
答
え
ら
れ
た
い
。

三

一
の
見
直
し
の
結
果
、
「
抜
本
的
見
直
し
」
五
区
間
（
計
一
四
三
キ
ロ
）
は
、
こ
の
道
路
中
期
計
画
に
よ
り
、
全
線
建
設

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
そ
の
結
果
、
九
三
四
二
キ
ロ
の
高
速
道
路
も
全
線
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
。

四

二
〇
〇
六
年
二
月
の
国
幹
会
議
で
は
、
第
二
名
神
（
一
の
�
及
び
�
）
の
「
抜
本
的
見
直
し
区
間
」
は
「
主
要
な
周
辺

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
供
用
後
に
お
け
る
交
通
状
況
等
を
見
て
、
改
め
て
事
業
の
着
工
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
と
し
、
そ
れ
ま

で
は
着
工
し
な
い
」
と
さ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
以
下
質
問
す
る
。

�

「
着
工
し
な
い
」
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
の
道
路
中
期
計
画
の
策
定
で
「
着
工
す
る
」
と
判
断
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ

と
も
引
き
続
き
「
着
工
し
な
い
」
の
か
。
「
着
工
す
る
」
な
ら
、
道
路
中
期
計
画
の
期
間
中
、
い
つ
着
工
を
予
定
し
て
い

る
の
か
。

�

「
着
工
す
る
」
な
ら
、
「
主
要
な
周
辺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
供
用
後
に
お
け
る
交
通
状
況
等
を
見
て
」
と
い
う
条
件
は
ど

う
ク
リ
ア
ー
さ
れ
た
の
か
。
今
回
の
道
路
中
期
計
画
は
一
九
九
九
年
の
道
路
交
通
セ
ン
サ
ス
（
全
国
道
路
・
街
路
交
通
情

勢
調
査
）
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
は
「
主
要
な
周
辺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
供
用
後
に
お
け
る
交
通
状
況
」
は
判
断

二



で
き
ず
、
こ
の
国
幹
会
議
の
方
針
に
違
背
す
る
の
で
は
な
い
か
。

�

こ
の
国
幹
会
議
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
委
員
の
猪
瀬
直
樹
氏
が
「
少
子

高
齢
化
で
今
後
の
交
通
量
は
増
え
な
い
か
ら
、
単
純
に
言
う
と
、
永
久
に
着
工
し
な
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
整
備
計
画
九

三
四
二
キ
ロ
を
全
部
建
設
す
る
か
の
よ
う
な
批
判
は
、
客
観
的
事
実
と
し
て
違
う
。
」
「
『
着
工
し
な
い
』
と
い
う
国
幹

会
議
の
文
言
は
小
泉
政
権
後
も
拘
束
力
を
持
つ
」
「
小
泉
首
相
が
『
九
三
四
二
キ
ロ
を
全
部
作
ら
な
い
』
と
言
っ
て
い
た

こ
と
が
今
日
の
表
現
で
確
認
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
猪
瀬
氏
の
見
解
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
如
何
。

五

道
路
公
団
の
民
営
化
に
当
た
っ
て
、
当
時
の
小
泉
純
一
郎
首
相
、
石
原
伸
晃
国
土
交
通
相
は
、
累
次
の
国
会
答
弁
、
記
者

会
見
等
で
、
施
行
命
令
が
出
て
い
る
九
三
四
二
キ
ロ
の
高
速
道
路
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
「
無
駄
な
道
路
は
造
ら
な
い
」
と

い
う
方
針
を
強
く
表
明
し
て
い
た
。
例
え
ば
「
九
三
四
二
キ
ロ
、
こ
れ
は
で
き
な
い
道
路
も
出
て
く
る
」
（
小
泉
首
相
・
平

成
十
六
年
一
月
二
十
六
日
衆
予
算
委
員
会
）
、
「
九
三
四
二
キ
ロ
は
、
一
四
二
キ
ロ
プ
ラ
ス
そ
れ
以
下
の
と
こ
ろ
も
見
直
せ

ば
そ
の
と
お
り
の
距
離
に
は
な
ら
な
い
」
「
そ
の
と
お
り
の
整
備
計
画
の
距
離
、
同
じ
だ
け
は
で
き
な
い
」
（
石
原
大
臣
・

同
予
算
委
員
会
）
、
「
九
三
四
二
キ
ロ
の
う
ち
未
供
用
の
約
二
千
キ
ロ
、
全
部
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
ん
で

す
」
（
小
泉
首
相
・
平
成
十
六
年
四
月
二
十
三
日
衆
国
土
交
通
委
員
会
）
、
「
九
三
四
二
キ
ロ
の
中
で
も
、
全
部
つ
く
る
ん

三



じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
よ
」
（
小
泉
首
相
・
平
成
十
八
年
三
月
二
日
衆
予
算
委
員
会
）
等
で
あ
る
。
今
回
の
道
路
中
期
計
画
は
、

こ
れ
ら
の
国
会
答
弁
等
に
違
反
し
て
い
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
当
時
の
小
泉
首
相
、
石
原
大
臣
が
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
の

か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


